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2026 年 9 月 10日 

 

豊洲市場で釜石・唐丹産養殖ムール貝「はーとふるムール」を販売 

～海水温上昇に対応した新たな地域水産資源を、産地から首都圏の消費者へ～ 
 

 

ｍanordaいわて株式会社（本社：岩手県盛岡市、代表取締役：石川 恒介）は、2026年9月5日（土）

に東京都中央卸売市場豊洲市場で開催された「三陸常磐・能登 夢市楽座」において、岩手県釜石市唐

丹町産の養殖ムール貝「はーとふるムール」を販売しました。 

「はーとふるムール」は、唐丹ムール貝養殖組合（所在地：岩手県釜石市、組合長：佐々木 和則）

が養殖するムール貝です。釜石市唐丹町では、海水温の上昇などにより地域企業が課題に直面するな

か、漁業者が地域の漁業・水産業の活性化や新たな収入源の確保、地域産品の販路拡大を目指し、

ムール貝の養殖に取り組んでいます。 

当社は、豊洲市場での「はーとふるムール」販売を通じて、その背景と魅力を首都圏の消費者に伝

え、産地と消費者をつなぎました。今後も「はーとふるムール」をはじめとする岩手県産水産物の魅

力を発信し、産地の持続的な生産と地域経済の活性化に向けて取り組んでまいります。 

記 

１．地域課題の解決を目指す養殖ムール貝「はーとふるムール」  

岩手県釜石市唐丹町は豊かな海に恵まれた地域である一方、近年は海水温の上昇により、ホタテや

ワカメなどの生産が思わしくない状況が続いており、漁業者の減少や水産物の販路確保、地域産業の

持続性などについて課題を抱えていました。 

このような課題に対し、唐丹町漁業協同組合の３名の漁師は、海水温が高くても問題なく生育して

いるムール貝に着目しました。唐丹ムール貝養殖組合を設立し、岩手県水産技術センターの協力を得

て試験養殖を重ね、生産技術の向上に取り組んでいます。水揚げ後に貝に付着した海藻などを取り除

く作業については、専用洗浄機の導入により作業時間を半分以下に短縮し、生産性を高めながら、地

域の新たな水産資源としてのブランド化と販路拡大に取り組んでいます。 

こうした流通・消費拡大に向けた取り組みが評価され、同組合は2026年、全国漁業協同組合連合

会が主催する「第31回全国青年・女性漁業者交流大会」において水産庁長官賞を受賞しました。 

また、釜石市が海事功労者・優良漁船を表彰する式典では、「釜石市【海の日】実行委員会会長表

彰」を受賞しています。 



2 

 

２．東京都中央卸売市場「三陸常磐・能登 夢市楽座」について 

東京都中央卸売市場豊洲市場の水産仲卸業者で構成する東京魚市場卸協同組合が、東日本大震災およ

び能登半島地震の被災地の復興支援として、東京都との連携により、豊洲市場において岩手県、宮城

県、福島県、石川県を応援する８月から翌年２月末で開催しているイベントです。９月からは、良質な

ブランド漁場「三陸常磐物」の魚介類や特産物を購入できるほか、４県の情報などを楽しく学べる復興

支援店舗がオープンしています。 

 

３．イベント当日の様子 

 

４．本件に関するお問い合わせ先 

manordaいわて株式会社 担当：本間・田幸（代表TEL：019-624-8100） 

以 上 






